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こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た

2

平成21年第4回

当別町議会定例会

平
成
21
年
第
４
回
当
別
町

議
会
定
例
会
は
、
９
月
11
日

か
ら
18
日
ま
で
、
８
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
初
日
に

泉

町
長
が
８
月
30
日
に
執

行
さ
れ
た
町
長
選
挙
後
の
所

信
表
明
を
述
べ
た
後
、
町
議

会
は
、
９
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員

会
の
高
橋
義
委
員
の
後
任
に

山
内
秀
治
氏
の
任
命
に
同
意

し
た
ほ
か
、
平
成
21
年
度
の

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
14

件
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

14
日
に
は
町
長
の
所
信
表

明
に
対
し
て
２
つ
の
会
派
か

ら
の
代
表
質
問
と
２
人
の
議

員
か
ら
の
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
15
日
に
は
２
人
の
議
員

か
ら
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
15
日
午
後
か
ら
18

日
午
前
ま
で
定
例
会
を
休
会

し
、
平
成
20
年
度
当
別
町
各

会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

（
以
下
決
算
委
員
会
、17
日
休

会
）
を
設
置
し
、
案
件
２
件

を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
の
18
日
に

決
算
委
員
会
の
報
告
が
な
さ

れ
、
決
算
委
員
会
終
了
後
に

町
議
会
は
定
例
会
を
再
開

し
、
案
件
２
件
を
認
定
、
更

に
追
加
議
案
１
件
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
９
月
11
日

同
意
１
件
】

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

【
９
月
11
日

可
決
14
件
】

○
平
成
21
年
度
当
別
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
平
成
21
年
度
当
別
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

○
当
別
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
当
別
町
老
人

保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
当
別
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
当
別
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
当
別
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
当
別
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
当
別
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

○
当
別
町
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

○
当
別
町
道
路
線
廃
止
に
つ

い
て

○
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更
の

協
議
に
つ
い
て

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約

の
変
更
の
協
議
に
つ
い
て

○
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
の
協
議

に
つ
い
て

【
９
月
18
日

認
定
２
件
】

○
平
成
20
年
度
当
別
町
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

○
平
成
20
年
度
当
別
町
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

【
９
月
18
日

可
決
１
件
】

○
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
構
築

業
務
委
託
契
約
に
つ
い
て

山
内

秀
治

氏

（
当
別
町
北
栄
町
在
住
）

議会だよりNo.159

議会を傍聴して
みませんか

どなたでも傍聴することができます。傍聴を希望される方

は役場庁舎３階の傍聴席入口前でご署名の上、お入り下さい。

なお、傍聴席数には限りがありますので、団体で傍聴を希望

される場合は、事前に議会事務局へご連絡をお願いします。
(平成21年第４回定例会)

18
議
案
全
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決

山
内
秀
治
六
一

）
氏
が
新
た
に
教
育
委
員
会
委
員
に
就
任



議
会
の
う
ご
き

（

1

８
月
〜
10

）

請
願
・
陳
情

審
査
報
告

議
員
提
案

代
表
質
問

一
般
質
問

3

第３回臨時会

定
例
会
初
日
、
３
月
定
例

会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
て
い

た
陳
情
書
に
対
し
て
総
務
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
（
岡
野

喜
代
治
委
員
長
）
よ
り
趣
旨

採
択
と
す
る
審
査
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

■
陳
情
書
一
番

町
営
住
宅
の
除
排
雪
の
徹
底

の
陳
情

陳
情
者

当
別
町
樺
戸
町

荒
田

譲

定
例
会
初
日
、
２
つ
の
議

員
提
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。議

員
提
案
第
１
号
は
柏
樹

正
議
員
よ
り
反
対
討
論
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
議
員
提
案

第
２
号
は
全
員
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
町
議
会
は
２
つ
の

議
員
提
案
の
意
見
書
を
定
例

会
終
了
後
に
国
土
交
通
省
な

ど
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し

た
。

■
議
員
提
案
第
１
号

○
道
路
の
整
備
に
関
す
る
意

見
書提

出
者

小
野

広
実

【
原
案
可
決
】

■
議
員
提
案
第
２
号

○
義
務
教
育
の
機
会
均
等
の

確
保
と
教
育
予
算
の
確

保
・
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
提
出
者

小
野

広
実

【
原
案
可
決
】

本
定
例
会
２
日
目
、
町
長

の
所
信
表
明
に
対
し
て
２
つ

の
会
派
か
ら
代
表
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

本
だ
よ
り
４
頁
か
ら
５
頁
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
２
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
定
例
会

２
日
目
に
桐
井
信
征
議
員
、

稲
村
勝
俊
議
員
が
、
３
日
目

に
洞
内
真
由
美
議
員
、
柏
樹

正
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
を

た
だ
し
ま
し
た
。詳
し
く
は
、

本
だ
よ
り
８
頁
か
ら
11
頁
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
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８

４

宮
城
県
大
崎
市
議
会
来
町

８

５

産
業
建
設
常
任
委
員
会

８

６

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

８

７

平
成
21
年
第
３
回
臨
時
会

議
員
協
議
会

学
園
都
市
線
電
化
促
進
特
別
委
員
会

８

18

議
会
広
報
研
修
会
（
札
幌
市
）

８

19
〜
20

産
業
建
設
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事
務
調
査
（
士
別
市
、
苫
前

町
）

８

24

福
島
県
浪
江
町
議
会
来
町

８

26

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

９

２

産
業
建
設
常
任
委
員
会

９

３

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

９

４

議
会
運
営
委
員
会

９

８

産
業
建
設
常
任
委
員
会
町
内
所
管
事
務
調
査

９

11
〜
18

平
成
21
年
第
４
回
定
例
会

（
12
日
、
13
日
、
16
日
、
17
日
休
会
）

９

15
〜
18

平
成
20
年
度
当
別
町
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
17
日
休

会
）

９

24
〜
25

意
見
書
提
出
（
東
京
都
）

９

28

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
町
内
所
管
事
務
調
査

10

５

学
園
都
市
線
電
化
促
進
特
別
委
員
会

10

６

茨
城
県
常
陸
太
田
市
議
会
来
町

10

７
〜
８

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事
務
調
査
（
森
町
、
函

館
市
）

10

10

当
別
ダ
ム
定
礎
式

10

14

議
会
広
報
特
別
委
員
会

森
林
議
連
研
修
会

10

22
〜
23

議
会
運
営
委
員
会
道
内
所
管
事
務
調
査（
壮
瞥
町
、
倶
知
安
町
）

10

26

議
会
広
報
特
別
委
員
会

10

27

議
会
運
営
委
員
会

10

29

士
幌
町
議
会
来
町

Ｈ
21

８
月

９
月

10
月

義務教育に地域格差があってはならない

町議会は、平成21年

第３回臨時会を開催

し、歳入歳出をそれぞ

れ8,139,918千円とす

る平成21年度当別町一

般会計補正予算（第２

号）を原案のとおり可

決し、閉会しました。

平成21年８月７日



4

代

表

質

問

問

再
構
築
プ
ラ
ン
は
町
民

に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
点
が

多
々
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

す
べ
て
の
事
務
事
業
を
見

直
し
、
１
６
０
項
目
の
改
革

を
進
め
る
こ
と
で
協
働
体
制

が
確
立
す
る
も
の
と
み
て
い

た
が
、
町
民
の
感
覚
で
は
予

算
の
切
り
捨
て
、切
り
詰
め
、

歳
出
削
減
の
意
識
の
み
が

残
っ
て
、
広
報
誌
や
町
政
懇

談
会
等
で
は
協
働
の
浸
透
及

び
推
進
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
と
感
じ
る
。

町
民
協
働
に
係
る
正
確
な

情
報
発
信
の
手
法
を
町
長
は

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長

大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
を

設
定
し
た
町
政
懇
談
会
で
は
、

大
切
な
情
報
を
伝
え
、
住
民

の
声
を
こ
ま
め
に
聞
く
懇
談

会
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

町
内
会
ご
と
に
地
域
の
事
情

な
ど
を
事
前
に
よ
く
調
整
し
、

小
さ
な
単
位
で
何
度
で
も
心

の
通
じ
合
う
懇
談
会
を
開
催

し
た
い
。ま
た
、Ｉ
Ｔ
を
使
っ

た
情
報
発
信
の
新
た
な
手
法

と
し
て
町
民
活
動
支
援
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
、
多
く
の
行

政
情
報
や
地
域
の
情
報
を
、

Ｉ
Ｔ
を
日
常
的
に
使
い
こ
な

す
若
者
か
ら
Ｉ
Ｔ
を
使
う
こ

と
が
不
得
手
な
高
齢
者
に
広

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
所

信
で
述
べ
た
「
地
域
で
生
き

る
情
報
」
や
「
共
同
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

行
財
政
シ
ス
テ
ム

再
構
築
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

問

町
長
は
町
民
に
負
担
を

増
加
さ
せ
な
い
と
い
う
理
念

を
つ
ら
ぬ
き
、
29
億
５
千
万

円
も
の
効
果
を
あ
げ
、
当
別

町
を
赤
字
団
体
に
転
落
さ
せ

な
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
功

績
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
起
債
残
高
１
６

９
億
円
に
対
し
、
正
確
で
は

な
い
数
値
が
飛
び
交
う
な
ど

議
員
と
し
て
容
認
す
る
わ
け

に
い
か
な
い
。
１
万
９
千
人

の
住
民
へ
正
確
な
数
字
を
示

す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
今

後
、
ト
ー
タ
ル
的
な
考
え
方

に
立
っ
た
行
政
ス
タ
イ
ル
が

必
要
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

町
長

プ
ラ
ン
実
施
の
４
年

間
で
22
億
８
千
万
円
、
当
別

町
の
財
源
は
不
足
に
な
る
と

の
こ
と
か
ら
、
事
務
事
業
評

価
を
実
施
し
、
歳
出
の
削
減

や
職
員
の
手
当
て
を
削
減
す

る
な
ど
に
よ
り
４
年
間
で
28

億
８
千
万
円
を
削
減
で
き

た
。

赤
字
団
体
、
再
建
団
体
に

な
ら
な
く
て
良
か
っ
た
が
、

基
金
を
使
っ
て
借
金
を
払
っ

た
だ
け
だ
と
い
う
間
違
っ
た

情
報
が
出
な
い
よ
う
、
行
政

情
報
を
し
っ
か
り
発
信
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

当
別
ブ
ラ
ン
ド
の

創
出
に
つ
い
て

問

町
長
は
所
信
表
明
で
農

業
振
興
公
社（
以
下
、
公
社
）

の
設
立
を
目
指
す
と
述
べ
ら

れ
た
が
、
農
産
物
の
加
工
や

新
た
な
商
品
開
発
や
販
路
の

開
拓
、
情
報
発
信
の
拠
点
づ

く
り
、
さ
ら
に
新
規
就
農
者

を
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
に

は
、
環
境
時
代
の
今
、
農
村

地
帯
の
合
併
浄
化
槽
は
必
要

町民協働に係る

情報発信について

小野 広実 議員
（緑風会)

泉 町長就任３期目の所信表明に対し

会派代表者２名が重点施策をただす。
(泉 町長所信の概要は、「広報とうべつ９月号」をご覧願います。)

議会だよりNo.159

従前の懇談会だけではない情報発信を

農村地帯のために合併浄化槽は必要
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で
あ
る
と
思
う
。
ぜ
ひ
農
村

地
帯
の
合
併
浄
化
槽
の
取
り

付
け
、
建
設
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
農
・
商
・
工
連

携
を
も
と
に
し
た
施
策
な
ど
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長

地
元
当
別
の
新
鮮
な

農
産
物
が
本
当
に
お
い
し
い

と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
も

ら
う
た
め
に
商
工
業
者
と
連

携
し
て
体
制
づ
く
り
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
公
社
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
は
、
農
・
商
・

工
が
連
携
し
て
持
ち
合
わ
せ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
的
確
に
一
元

化
し
、
町
の
経
済
を
活
性
化

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
公
社
の

役
割
は
当
別
ブ
ラ
ン
ド
を
開

発
す
る
こ
と
、
情
報
発
信
の

拠
点
に
な
る
こ
と
、
新
規
の

就
農
者
の
育
成
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
水
洗
ト

イ
レ
に
も
な
っ
て
い
な
い
よ

う
な
と
こ
ろ
に
は
、
ほ
か
の

条
件
が
良
く
て
も
若
い
人
が

新
規
就
農
者
と
し
て
住
み
込

ん
で
く
れ
る
こ
と
が
困
難
な

こ
と
は
十
分
想
定
で
き
る
の

で
本
当
に
新
規
就
農
さ
れ
る

人
が
出
て
く
る
場
合
に
は
、

合
併
浄
化
槽
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
制
度
を
町
は
十
二
分
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

問

町
長
三
期
目
の
所
信
を

表
明
さ
れ
、
今
後
の
町
政
の

舵
取
り
に
大
き
く
期
待
す
る

も
の
で
あ
る
。

平
成
19
年
度
に
協
働
の
指

針
を
策
定
し
、
町
民
と
行
政

が
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、

町
民
参
画
の
社
会
を
目
指
し

た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
今

ま
で
の
取
り
組
み
の
中
で
町

民
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
、
と
思
わ
れ

る
部
分
が
あ
る
。

例
え
ば
、
排
雪
費
用
の
負

担
、
西
部
地
区
の
都
市
計
画

税
の
賦
課
、
地
域
担
当
職
員

制
度
の
導
入
な
ど
で
あ
る
。

協
働
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
に
は
丁
寧
に
説
明
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
、
町
民
と
同

一
の
目
線
で
展
開
し
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
町
内
会
役
員

の
高
齢
化
対
策
に
取
り
組
む

と
あ
る
が
、
ど
の
様
な
こ
と

を
考
え
て
い
る
の
か
。
協
働

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
創
造
さ
れ
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
何
か
、

ど
の
よ
う
な
当
別
町
を
目
指

し
て
い
く
の
か
も
併
せ
て
伺

う
。

町
長

住
民
の
価
値
観
の
多

様
化
に
よ
り
、
排
雪
な
ど
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
だ
け

で
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
。
行
政
以
外
の
新
た

な
担
い
手
と
連
携
し
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
を
確
保

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

協
働
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
、
住
民
と
行

政
が
協
力
し
て
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
互

い
に
支
え
合
う
こ
と
の
で
き

る
当
別
町
の
実
現
の
た
め
に

３
期
目
も
努
め
て
い
き
た
い
。

定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

問

地
域
主
権
が
叫
ば
れ
、

地
域
の
自
立
が
求
め
ら
れ
る

中
、
今
後
は
地
域
間
の
競
合

を
お
さ
え
て
他
の
地
域
と
の

共
生
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
今
後
、
本
町
の
乏

し
い
部
分
、
例
え
ば
、
医
療
、

福
祉
、
教
育
、
防
災
、
産
業

振
興
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り

生
活
に
必
要
な
機
能
を
補
完

し
な
が
ら
安
心
し
た
暮
ら
し

が
で
き
る
地
域
の
形
成
が
大

切
だ
と
考
え
る
。

当
別
町
は
札
幌
市
を
中
心

と
し
た
周
辺
の
市
町
村
と
連

携
を
取
り
、
町
独
自
の
特
色

を
提
供
し
な
が
ら
地
域
全
体

の
発
展
を
目
指
す
べ
き
と
考

え
る
。

そ
こ
で
、
今
後
ど
の
よ
う

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
ど
の

程
度
の
範
囲
ま
で
の
市
町
村

と
連
携
し
、
進
め
よ
う
と
す

る
の
か
、
現
時
点
で
の
見
解

を
伺
う
。

町
長

国
の
自
治
体
合
併
の

政
策
が
終
わ
り
、
今
後
は
自

治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

応
じ
た
姿
を
独
自
に
考
え
て

い
く
時
代
に
変
わ
っ
て
い

き
、
本
町
も
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
く
上
で
定

住
自
立
圏
の
考
え
方
を
念
頭

に
置
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

は
合
併
と
は
違
い
、
独
立
し

た
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
中

心
市
と
協
定
す
る
こ
と
で
成

り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
協
定

締
結
す
る
と
国
か
ら
事
業
に

よ
っ
て
色
々
な
補
助
、
助
成

が
あ
る
。
本
町
の
場
合
、
中

心
市
は
札
幌
市
だ
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
札
幌
市
は
、
周
辺

市
町
村
と
協
定
を
結
ぶ
姿
勢

に
は
な
い
。
既
に
札
幌
市
を

中
心
に
札
幌
広
域
圏
組
合
が

他
の
圏
域
と
は
比
較
で
き
な

い
非
常
に
充
実
し
た
内
容
で

連
携
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
、
定
住
自
立
圏
が
進
展
す

る
ま
で
に
は
相
当
時
間
が
か

か
る
と
思
わ
れ
る
。

私
は
次
善
の
策
と
し
て
、

狸
小
路
の
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
ハ
グ
）

へ
の
出
展
、
札
幌
市
内
で
の

軽
ト
ラ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催

や
亜
麻
な
ど
を
通
じ
て
札
幌

市
と
の
連
携
を
強
め
て
き

た
。
定
住
自
立
圏
の
進
展
の

際
は
即
座
に
対
応
で
き
る
体

制
で
臨
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

三期目の町長が目指す

まちづくりについて

市川 正 議員
（清 流)

議会だより No.159

排雪費負担などは町民に丁寧な説明を
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議
会
は
、
平
成
21
年
第
４
回
定
例
会
を
休
会
し
、
９
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
（
17
日

は
休
会
）の
３
日
間
の
日
程
で
平
成
20
年
度
当
別
町
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
以

下
決
算
委
員
会
、
桐
井
信
征
委
員
長
）
を
設
置
し
、
平
成
20
年
度
決
算
（
参
照：

左
記

決
算
表
）
を
慎
重
に
審
査
し
た
決
算
委
員
会
の
報
告
を
受
け
て
、
２
件
の
案
件
を
原
案

の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
（
詳
細
は
広
報
と
う
べ
つ
11
月
号
を
ご
覧
願
い
ま
す
）。

な
お
、
決
算
委
員
会
の
報
告
書
は
、
下
記
の
５
人
の
委
員
で
構
成
す
る
起
草
委
員
会

（
岡
野
喜
代
治
委
員
長
）
が
作
成
し
ま
し
た
。

平成20年度当別町各会計
決算審査特別委員会報告書

平成20年度当別町一般会計、国民健康保険特別会計、老人保健特別

会計、下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、介護保険特

別会計、介護サービス事業特別会計、後期高齢者医療特別会計並びに

水道事業会計決算について、平成21年９月15日、16日、18日の３日間

に亘り慎重審査の結果、次のとおり決定したので報告します。

１．審査の結果

(１)認定第１号 平成20年度当別町各会計歳入歳出決算

(２)認定第２号 平成20年度当別町水道事業会計決算

本各案件は、原案のとおり認定すべきものと決定した。

平成21年９月18日

議長 竹 田 和 雄 様

平成20年度当別町各会計
決算審査特別委員会
委員長 桐 井 信 征

石 川 和 栄委 員

臼 杵 英 男委 員

小早川 孝 男委 員

桑 内 雅 彦委 員

岡 野 喜代治委員長

起草委員会

桐井信征委員長（写真中央）と
洞内真由美副委員長（写真右）

平成20年度当別町
各会計決算を認定

議会だよりNo.159

各会計 決算額（円)

歳 入 総 額 8,149,074,346
※

一 般 会 計 歳 出 総 額 7,933,545,193

差 引 額 215,529,153

歳 入 総 額 2,112,255,769

国民健康保
険特別会計

歳 出 総 額 2,167,600,338

差 引 額 △55,344,569

歳 入 総 額 244,163,948

老 人 保 健
特 別 会 計

歳 出 総 額 214,416,847

差 引 額 29,747,101

歳 入 総 額 149,130,277
後期高齢者
医 療
特 別 会 計

歳 出 総 額 145,708,337

差 引 額 3,421,940

各会計 決算額（円)

歳 入 総 額 1,163,801,874
下水道事業
特 別 会 計

歳 出 総 額 1,153,227,652

差 引 額 10,574,222

歳 入 総 額 119,441,544農 業 集 落
排 水 事 業
特 別 会 計

歳 出 総 額 117,715,658

差 引 額 1,725,886

歳 入 総 額 1,048,851,771
介 護 保 険
特 別 会 計

歳 出 総 額 998,815,457

差 引 額 50,036,314

歳 入 総 額 59,252,372介 護
サ ー ビ ス
事 業
特 別 会 計

歳 出 総 額 57,691,293

差 引 額 1,561,079

収益的収入 419,775,341
水 道 事 業
会 計

収益的支出 390,182,759

差 引 額 29,592,582
※一般会計：特別会計に属さない、福祉や教育、消防など地域住民に広く行われる事業における歳入・歳出の会計のこと。
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議会だより No.159

【８月19日～20日】

士別市と苫前郡苫前町を訪問しました。士別市では季節労

働者の通年雇用化の

実例の説明を受けた

後、意見交換を行い、

苫前町では小規模合

併浄化槽により下水

道未普及地域を効率

的に解消している実

例の研修を受けまし

た。

産業建設常任委員会 道内所管事務調査

【９月28日】

工事中のみどりヶ丘葬苑と改修工事が終了した白樺コミュ

ニティーセンターを視察しました。みどりヶ丘葬苑では大

規模修繕工事が８月

13日からはじまり、

外構工事が９月28日

からそれぞれはじま

り、どちらも11月30

日までに終了し、年

内の再開を目指して

います。

総務文教厚生常任委員会 町内所管事務調査

【10月７日～８日】

茅部郡森町と函館市を訪問しました。森町では防災セン

ターを視察したほ

か、新型インフルエ

ンザ対策の取り組み

についての意見交換

を行い、海港150周年

を迎えた函館市では

国際交流と定住化促

進の施策に関する研

修を行いました。

総務文教厚生常任委員会 道内所管事務調査

【10月14日】

全議員で構成される森林・林業・林産業活性化推進当別町

議会議員連盟（森林議連）は、町有林の現況を確認するた

め青山三番川の旧町営牧野跡地にある分収造林契約※地を

視察しました。

※町（土地所有者）と

森林総合研究所（費

用負担者）と森林組

合（造林者）が契約

し、将来の収益を分

配すること。

森林議連町内研修

【10月22日～23日】

有珠郡壮瞥町と虻田郡倶知安町を訪問しました。

各町で議会運

営、議会改革

について、最

近の取り組み

状況等につい

て、説明を受

け、活発な意

見交換を行い

ました。

議会運営委員会 道内所管事務調査

議会広報特別委員会（臼杵英男委員長）の６名全員が８月18日、

北海道町村議会議長会主催の議会広報研修会に参加してきました。

昨年に引き続き広報プランナーである和田雅之氏を講師に迎

え、〝ビジュアル化が進む中での議会報づくり"と題して鷹栖町や

和寒町の議会だよりを実例に最近の時代の動きと議会報の流れな

どについての講義を受講しました。

【９月８日】

麦サイロ増設工事が完了

した麦バラ乾燥調製貯蔵

施設を視察したほか、石

狩農業改良普及センター

石狩北部支所職員より気

象推移や石狩北部管内の

生育状況の説明を受け、

東裏、蕨岱地区での大豆、

小豆、水稲の生育状況を

視察しました。

産業建設常任委員会 町内所管事務調査
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一

般

質

問

Ｊ
Ｒ
学
園
都
市
線
の

電
化
に
つ
い
て

電
化
実
現
の
た
め

全
力
を
あ
げ
る

いっぱん質問

問

北
海
道
医
療
大
学
ま
で

の
Ｊ
Ｒ
学
園
都
市
線
区
間

は
、
札
幌
圏
域
内
で
た
だ
ひ

と
つ
残
さ
れ
た
非
電
化
区
間

で
あ
る
。
電
化
の
実
現
は
、

長
年
要
望
を
続
け
て
き
た
当

別
町
の
悲
願
で
あ
り
、
電
化

の
実
現
に
よ
っ
て
町
民
が
受

け
る
利
益
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
電
化
事
業
の
予
算
が

国
の
新
年
度
予
算
に
確
実
に

盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
、
国
に

対
し
て
要
望
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
町
長
の
見
解
を
伺

う
。

町
長

電
化
整
備
は
、
札
幌

圏
一
体
と
な
っ
た
高
速
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
る
事

業
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
９
月

９
日
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
平
成

21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の

工
事
期
間
で
桑
園
か
ら
北
海

道
医
療
大
学
ま
で
の
区
間
を

電
化
整
備
す
る
こ
と
を
正
式

に
発
表
し
て
い
る
。
民
主
党

の
新
年
度
予
算
編
成
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ

て
国
土
交
通
省
な
ど
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
に
つ
い
て

問

今
年
に
入
り
国
内
感
染

が
確
認
さ
れ
、
死
者
も
出
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
当
別
町

内
に
は
幸
い
そ
の
よ
う
な
報

告
は
な
い
が
、
十
分
な
予
防

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
厚
生

労
働
省
で
は
、
必
要
な
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
う

ち
、
１
千
３
百
万
か
ら
１
千

７
百
万
人
分
し
か
国
内
製
造

で
き
ず
、
不
足
分
は
輸
入
で

補
う
と
し
て
い
る
。
当
別
町

で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国

が
定
め
た
優
先
順
位
に
従
っ

て
接
種
さ
れ
る
も
の
と
思
う

が
、
優
先
順
位
か
ら
外
れ
た

方
々
に
対
し
て
も
考
慮
す
べ

き
だ
と
思
う
。
当
別
小
学
校

の
１
、
２
年
生
の
２
ク
ラ
ス

が
９
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で

学
級
閉
鎖
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。集
団
感
染
は
、

学
校
、
福
祉
施
設
、
幼
稚
園
、

保
育
所
等
で
発
生
し
た
も
の

を
い
う
の
だ
と
思
う
が
、
町

内
の
現
在
の
状
況
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

予
防
対
策
も
含
め
て
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
。

感
染
拡
大
を
最
小
限
に
防

ぐ
に
は
、
私
達
個
人
が
し
っ

か
り
と
認
識
し
、
気
を
付
け

る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ
が
、

町
と
し
て
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

町
長

町
内
の
幼
稚
園
、
保

育
所
、
小
中
学
校
で
の
感
染

状
況
は
、
９
月
12
日
現
在
、

Ａ
型
感
染
者
が
９
名
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
の
欠
席

者
が
20
名
で
、
小
学
校
１
校

で
２
学
級
が
閉
鎖
さ
れ
て
い

る
。
感
染
防
止
対
策
は
、
学

校
だ
よ
り
な
ど
で
周
知
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
手
洗
い
場
の

石
け
ん
の
常
備
や
来
客
用
玄

関
、
保
健
室
に
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
液
を
設
置
し
、
家
族
に

感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
速
や
か
に
報
告
す
る
よ
う

周
知
さ
れ
て
い
る
。
学
校
、

幼
稚
園
の
臨
時
休
業
の
目
安

は
、
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症

状
に
よ
る
欠
席
者
が
当
該
学

級
の
在
籍
者
数
の
お
お
む
ね

10
％
に
達
し
た
場
合
で
あ

り
、
設
置
者
及
び
学
校
長
が

児
童
生
徒
の
健
康
状
態
及
び

地
域
の
感
染
状
況
等
を
踏
ま

え
て
、
学
校
医
、
保
健
所
等

の
意
見
を
聞
い
て
判
断
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
、
国
と
委
託
契
約

を
結
ん
だ
医
療
機
関
で
10
月

下
旬
か
ら
始
ま
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
の
で
、
今
後
内

容
が
確
定
次
第
、
接
種
を
希

望
す
る
優
先
対
象
者
が
確
実

に
接
種
で
き
る
よ
う
に
国
や

北
海
道
及
び
医
療
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

議会だよりNo.159

桐
井

信
征

議
員

学園都市線電化事業の実現は今後も国に強く要望を

感染拡大を最小限に防ぐ対策を
(新型インフルエンザワクチン)
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いっぱん質問

生
活
習
慣
病
予
防
の

対
応
に
つ
い
て

特
定
保
健
指
導
に
よ
り

生
活
習
慣
病
予
防
を
支
援
す
る

問

平
成
20
年
度
か
ら
75
歳

以
上
の
方
の
医
療
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
、
検
診
事

業
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
に
移
行
し
、

新
た
に
40
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
を
実
施
す
る
制
度

に
移
行
し
た
。
当
別
町
で
実

施
さ
れ
た
特
定
健
診
の
受
診

率
が
担
当
関
係
者
の
努
力
も

あ
り
、
成
果
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
特
定
健
診
の
結

果
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
に
あ

る
の
か
伺
う
。

ま
た
、
特
定
健
診
に
よ
っ

て
生
活
習
慣
が
改
善
さ
れ
、

健
康
な
生
活
を
過
ご
す
こ
と

に
寄
与
し
、
多
く
の
面
で
好

結
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え

る
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な

成
果
に
繫
げ
る
の
か
。

受
診
率
の
実
態
と
、
今
後

の
受
診
率
向
上
に
向
け
て
伺

う
。

町
長

町
内
の
特
定
健
診
の

結
果
は
、
受
診
者
の
男
性
の

43
％
、
女
性
の
22
％
が
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
該

当
、
あ
る
い
は
予
備
群
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
平
成
19

年
の
全
国
平
均
に
比
べ
て
男

性
は
14
ポ
イ
ン
ト
少
な
く
、

女
性
は
３
ポ
イ
ン
ト
多
い
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
。ま
た
、

将
来
糖
尿
病
に
な
る
危
険
性

が
あ
る
血
糖
値
が
基
準
値
を

超
え
る
方
が
男
性
で
62
％
、

女
性
で
55
％
と
大
変
多
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
生
活
習
慣

病
は
、
自
覚
症
状
が
出
て
受

診
し
た
と
き
に
は
既
に
重
症

化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
元
気
な
う
ち
か
ら
特
定

健
診
で
客
観
的
に
状
態
を

知
っ
て
も
ら
い
、
病
気
に
な

り
に
く
い
生
活
習
慣
を
つ
け

る
よ
う
特
定
保
健
指
導
を
通

じ
て
支
援
し
た
い
。
最
終
的

に
重
症
化
予
防
に
つ
な
が
る

し
、
加
え
て
医
療
費
の
減
少

に
も
つ
な
が
り
、
国
民
健
康

保
険
の
健
全
な
運
営
に
資
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

企
業
立
地
の
促
進
に
つ
い
て

問

当
別
町
第
５
次
総
合
計

画
（
以
下
、
５
次
総
）
の
中

で
平
成
30
年
度
ま
で
に
起

業
、
立
地
企
業
で
20
件
を
目

標
に
し
て
推
進
に
向
け
て
ス

タ
ー
ト
を
し
て
い
る
。
本
年

３
月
、
経
済
産
業
省
の
所
管

す
る
企
業
立
地
促
進
法
に
よ

り
、
札
幌
市
、
江
別
市
、
恵

庭
市
、
北
広
島
市
、
当
別
町
、

新
篠
津
村
、
北
海
道
で
協
議

同
意
さ
れ
た
。
基
本
計
画
を

承
認
申
請
し
、
承
認
さ
れ
た

道
央
札
幌
地
域
の
産
業
集
積

の
形
成
、
ま
た
は
産
業
集
積

の
活
性
化
に
関
す
る
基
本
計

画
に
よ
る
支
援
策
を
活
用
さ

れ
る
と
考
え
る
が
、
企
業
立

地
促
進
法
に
よ
る
支
援
策
、

支
援
措
置
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
５
次
総
、
商
工
業
の

振
興
で
想
定
さ
れ
る
企
業
立

地
環
境
整
備
や
業
種
設
定
な

ど
企
業
立
地
促
進
条
例
制
定

の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

立
地
企
業
へ
の
設
備

投
資
減
税
や
支
援
地
域
へ
の

地
方
交
付
税
の
措
置
な
ど
国

の
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
活
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。支

援
策
と
し
て
企
業
立
地

促
進
条
例
を
制
定
す
る
た
め

に
、
対
象
と
な
る
業
種
や
企

業
の
要
件
、
課
税
の
減
免
、

免
除
な
ど
の
支
援
措
置
を
道

内
市
町
村
の
現
状
な
ど
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
来
年
度
４

月
以
降
の
施
行
を
目
指
し
て

現
在
、
具
体
的
な
内
容
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

議会だより

稲
村

勝
俊

議
員

No.159

生活習慣病を予防するために

商工業の振興に企業立地促進条例の制定を
(駅南側に広がる商業・準工業地域)
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いっぱん質問

協
働
と
は
町
民
の
義
務
な
の
か

５
次
総
と
連
動
し
て取

り
組
む

問

再
構
築
プ
ラ
ン
報
告
書

に
よ
る
と
、
進
捗
状
況
の
遅

れ
12
項
目
の
う
ち
、
４
項
目

が
協
働
に
関
連
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
報
告
を
ど
う

受
け
と
め
た
か
。

協
働
は
行
財
政
改
革
の
一

環
と
し
て
町
民
の
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
義
務
な
の

か
。
協
働
の
指
針
で
は
、「
行

政
と
住
民
が
共
通
の
目
的
の

も
と
に
地
域
の
公
共
的
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
対
等
の

立
場
で
と
も
に
協
力
し
て
取

り
組
む
こ
と
」
と
あ
る
。
対

等
で
あ
る
な
ら
ば
、
町
民
は

一
方
的
に
義
務
を
負
う
の
で

は
な
く
、
協
働
す
る
権
利
を

有
す
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
。

協
働
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
町
民
の
協

働
す
る
権
利
、
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
す
る
権
利
が
平
等
に

保
障
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
自
治
基
本
条

例
な
ど
で
協
働
の
取
り
組
み

を
町
民
の
権
利
と
し
て
明
文

化
す
る
自
治
体
も
あ
る
状
況

で
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う

考
え
る
か
。

町
長

プ
ラ
ン
の
期
間
中
に

未
達
成
の
取
り
組
み
は
第
５

次
総
合
計
画
（
以
下
、
５
次

総
）
と
連
動
し
な
が
ら
引
き

続
き
達
成
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

行
政
と
住
民
の
立
場
は
対

等
で
あ
り
、
町
民
が
自
ら
の

暮
ら
し
を
良
く
す
る
よ
う
発

言
し
、
活
動
す
る
権
利
は
保

障
さ
れ
る
。

５
次
総
の
重
点
プ
ラ
ン
に

町
民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
視
点
を
明
確
に
示

し
、「
自
然
を
身
近
に
感
じ
活

力
に
満
ち
た
美
し
い
ま
ち
当

別
」
の
実
現
の
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

町
の
情
報
化
は
誰
の
た
め
か

問

町
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
は

町
民
全
体
の
公
共
の
財
産
で

あ
り
、
情
報
化
、
情
報
公
開

と
情
報
共
有
は
不
可
分
で
あ

る
。
情
報
化
は
町
民
が
主
体

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
こ
と
を
保
障
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
が
、
情
報
化
を
進
め
る
上

で
情
報
公
開
、
情
報
共
有
推

進
の
方
向
性
は
ど
う
か
。
公

平
な
情
報
発
信
の
た
め
に
は

必
要
な
技
法
を
職
員
が
身
に

つ
け
て
い
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
が
、
研
修
の
機
会
は
平

等
に
確
保
さ
れ
て
い
る
の

か
。町

民
活
動
支
援
シ
ス
テ
ム

は
構
築
段
階
か
ら
様
々
な
年

代
の
方
、
障
が
い
の
あ
る
方

な
ど
の
声
を
反
映
さ
せ
、
誰

に
で
も
使
い
や
す
く
町
民
自

ら
作
っ
て
い
る
我
が
ま
ち
自

慢
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
な

る
よ
う
に
し
て
は
い
か
が

か
。

町
長

情
報
共
有
の
推
進
の

方
向
性
だ
が
、
今
後
も
町
民

が
必
要
と
す
る
情
報
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て
迅

速
、
か
つ
、
わ
か
り
や
す
い

情
報
提
供
を
目
指
し
て
、
研

究
し
、改
善
に
努
め
て
い
く
。

職
員
の
資
質
向
上
、
職
務

能
率
の
発
揮
、
町
行
政
の
円

滑
な
推
進
を
目
的
と
し
て
町

で
は
毎
年
職
員
研
修
を
実
施

し
、
特
に
情
報
化
に
よ
る
事

故
、
事
件
を
防
ぐ
た
め
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
毎

年
実
施
し
て
い
る
。
地
域
情

報
化
計
画
で
は
、
町
民
自
ら

情
報
化
に
取
り
組
み
、
町
民

本
位
の
情
報
化
の
仕
組
み
づ

く
り
を
目
指
す
も
の
と
し
て

町
民
活
動
支
援
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
と
し
、
多
く
の
町

民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

簡
単
に
利
用
で
き
、
情
報
発

信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

洞
内
真
由
美

議
員

議会だよりNo.159

行政と住民が互いに自立した協働の取り組みを

職員研修の機会は平等に確保されているか
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いっぱん質問

日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
反
対
を

当
別
の
農
政
が
守
ら
れ
る
よ
う

要
請
し
て
い
く

問

自
公
政
治
が
終
わ
っ
て

民
主
党
中
心
の
政
権
・
内
閣

が
誕
生
し
た
が
、
民
主
党
は

そ
の
政
権
公
約
で
日
米
Ｆ
Ｔ

Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
交
渉

の
促
進
を
明
記
し
た
。
仮
に

締
結
さ
れ
る
と
日
本
の
米
は

82
％
も
の
激
減
、
大
打
撃
を

受
け
、
穀
物
は
48
％
が
減
少

す
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

農
業
を
除
い
た
日
米
Ｆ
Ｔ

Ａ
は
あ
り
得
な
い
。
自
民
党

も
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
で
今
ま
で
米

の
輸
入
や
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
米
の
拡
大
を
進
め
、
最
近

で
は
汚
染
米
事
件
が
起
き
て

い
る
。
町
長
は
日
本
農
業
を

壊
滅
に
導
く
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の

交
渉
そ
の
も
の
を
行
わ
な
い

よ
う
に
国
な
ど
に
要
求
す
べ

き
と
思
う
が
、
当
別
町
農
業

を
守
る
立
場
か
ら
そ
の
意
思

を
問
う
。

町
長

政
権
交
代
に
よ
り
今

後
様
々
な
政
策
転
換
が
想
定

さ
れ
る
が
、
基
幹
産
業
を
農

業
と
し
て
い
る
当
別
町
と
し

て
は
、
関
係
団
体
や
町
村
会

な
ど
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

国
の
農
政
や
当
別
の
農
政
が

守
ら
れ
る
よ
う
要
請
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

報
酬
審
議
会
の
開
催
を

問

今
年
度
予
算
で
町
長
の

期
末
手
当
て
の
20
％
カ
ッ
ト

が
提
案
さ
れ
た
。
議
員
も

10
％
カ
ッ
ト
。
今
議
員
定
数

削
減
の
話
が
出
て
い
る
が
、

減
ら
す
と
住
民
の
声
が
町
政

に
届
き
に
く
く
な
る
。
町
財

政
再
建
の
立
場
か
ら
は
む
し

ろ
議
員
報
酬
を
カ
ッ
ト
す
べ

き
だ
と
主
張
し
て
き
た
が
、

本
来
そ
れ
ぞ
れ
の
職
責
に
合

う
報
酬
は
町
長
や
議
員
が
自

分
で
決
め
る
も
の
で
は
な

い
。
平
成
10
年
以
来
11
年
間

審
議
会
は
開
か
れ
て
い
な

い
。
人
事
院
勧
告
は
職
員
の

給
料
引
き
下
げ
の
方
向
だ

が
、
民
間
が
低
い
か
ら
公
務

員
も
と
い
う
立
場
を
正
し
い

と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
、

住
民
や
国
民
の
感
情
や
情
勢

の
も
と
で
一
定
の
意
見
を
求

め
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い

町
長
に
伺
う
。

町
長

社
会
情
勢
や
経
済
情

勢
を
的
確
に
判
断
し
て
対
応

し
て
お
り
、
審
議
会
を
今
年

度
中
に
開
催
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
今
後
も
町
民

の
理
解
を
い
た
だ
け
る
対
応

を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

特
定
疾
患
対
応
の
改
善
を

問

特
定
疾
患
の
受
給
更
新

手
続
の
町
広
報
誌
の
見
出
し

の
誤
り
と
わ
か
り
に
く
い
中

身
で
受
給
当
事
者
も
混
乱
し

た
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
発
生
し

た
の
か
。

ま
た
、
特
定
疾
患
の
患
者

に
と
っ
て
階
段
を
上
が
る
の

が
困
難
な
２
階
と
い
う
手
続

き
会
場
に
つ
い
て
も
疑
問
。

「
特
定
疾
患
は
保
健
所
業
務

で
あ
る
」
と
の
認
識
で
町
と

の
連
携
が
十
分
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
、

町
の
相
談
・
担
当
窓
口
を
置

い
て
住
民
に
わ
か
る
よ
う
に

周
知
し
、
更
新
手
続
き
の
案

内
も
町
広
報
担
当
と
の
連
携

を
密
に
し
、
来
年
度
は
個
別

に
も
知
ら
せ
る
よ
う
保
健
所

に
要
請
す
べ
き
、
と
考
え
る

が
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長

当
初
予
定
し
て
い
た

役
場
庁
舎
内
の
会
場
が
衆
議

院
選
挙
の
期
日
前
投
票
所
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
日
程
変
更

を
含
め
て
江
別
保
健
所
と
調

整
し
た
が
、
役
場
の
第
二
庁

舎
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
、
更
新
に
訪
れ
た
方
々

に
戸
惑
い
と
不
快
感
を
与
え

た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お

詫
び
を
申
し
上
げ
る
。
今
後

は
連
携
の
不
十
分
さ
を
深
く

反
省
し
、
手
続
き
に
来
庁
さ

れ
る
方
に
き
め
細
か
く
親
切

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
窓

口
と
な
る
福
祉
部
と
保
健
所

が
体
制
を
整
え
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

柏
樹

正

議
員

No.159議会だより

当別町農業を守れ

職責に合う報酬は自分で決めるものではない
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